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Fig．1Scheme 　Of　the　experimental 　booth ．　a ，　subject

looking　at　the　observing 　room ；b，　subject 　Iooking　at

the　displaying　room ．

Fig．2The 　illumi［atlon　colors 　for　the　observing 　roorn ，

01，02，03 ；the　dr＄playlng　roDm ，　D1，D2．　D3

F：ig．3　丁he　averaged 　point　or　each 　subject 　for　the

iilumjnatiOn　combination 　 O2 　and 　 D ］．　 Different

symboFs 　Gorrespond 　to　subiects ．  、cobr 　of　O2 ；A ，

D1；◇ ，subleGt 　YM ；
△ ISA ；十 ，RY；こ］，KS ； ＊

IYHi

⊂）Iaverage 　of　five　subject ，

1．緒言

　Pract「ca1　Color　OQ −
ordinates 　System （PCCS シ

ステム）や ISCC − NBS 　Centroid　Color　Chart （ISCC

− NBS 色名区分法） の ようなカ ラ
ー

ト
ー

ン シス テム

は，色の調子 （ト
ー

ン） を伝え る ため の 有用 な 方法

である。こ れらの シ ス テ ムは ，一般に ，等色相平面を

vrvid ，　deep，　rightの ような言葉によ っ て分割 している。

しか し「Munsell表色系や CIELAB 表色系 との 関係は 、

た とえ ば，vivid ト
ー

ン の場合 ，　 vMd 　yellowが高明度

であるのに対 し vrvrd　blueは中明度よ り低く、その関

係は直接的なも の で はな い。

　寺主 らは こ の 間題 に注目 して ，Munsell 表色系 から

色濃度と鮮明度を経て トー
ン 区分に変換する ア ルゴ リ

ズムを開発し．色彩工学の基盤 である潰1」色手法 と結び

つ けた ［1 − 3］。こ れ によ り，測色手法を用 い て客観

的に ト
ー

ン評価を行 う こ とが で ぎる ように な っ た、，本

研究発表 で は ，寺主 らが開発した カラ ー
ト
ー

ン シ ステ

ムを紹介す るととも に ICIELAB 表色系を経て ト
ー

ン

区分を行う新たな システムの提案をする。

2．卜
一

ン評価の必要性

　現在の 色彩関連産業 に お い ては、単に色 を作り出し

たり再現するだ けでな く，伝達 ・評価 ・管理と い う総

合的なカラ
ー

コ ミ ュ こ ケ ーシ ョ ンが重要とな っ ている。

その中で ，カ ラ ートーン シ ステム は，色 をも っ とも容

易に伝達 ・評価する手 法である。

　
一

方で 、人間の色か ら受けるイメ ージ は ，た とえば、

明るい ，暖かい 、赤味の と い っ たカ ラ ー
イメ ージ語に

よ っ て 表現 され る 。現在 「私たち colourist は ，こ の 色

の評価のため にい くつ かの 有用な表色系 や 区 分法 を

持 っ て お り，こ の うち ，カラ
ー

イメ
ー

ジ語 を直接用い

る カ ラ ー
ト
ー

ン シ ステムと して は ，PCCS シ ス テムと

ISCC − NBS 色名 区分法がある。　 PCCS シ ス テ ム は ，

等色相平面 を ＞ivid、　deep ，　Iightな どの言葉によ っ て 分

割 して いる。ISCC − NBS 色名区分法 は red 　green、

olrve など の 基本色名と vMd ，deep ，　lightなど の 言葉の

組 み 合 わ せ に よ っ て 色空間を分割 して い る。こ れ らの
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システム は，色の調子 を トーン名と して 簡単に表現 ・

伝達で き るため 1 特 にデザイ ン の分野 に お い て は実用

的なシ ス テム と してよく使用される。

3．Munseli値から変換 する ト
ーン シ ス テ ム

　PCCS シ ス テムと ISCC − NBS 色名区分法は ，実用

的である と い う大きな利点があるが ，他の表色系との

関係は，た とえば，Munsell 表色系な どと関 連図表 と

して 提示 されている程度で，数量的に変換で きな い不

便さ があ る 。

　寺主らは Munsell 表色系か ら色濃度 と鮮明度を経て

ト
ー

ン区分に変換するアル ゴ リズム を開発 し．淇1」色手
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　　　　この ト
ー

ン区分 シ ステムは ，た と えば 、PCCS シ ス

　　　テム の vivid ト
ー

ン の場合 ，　 v［v［d　yellow は高明度であ

　　　る の に対 し vivrd　blueは中明度よ D 低いが ，色濃度 を

　　　明 度 の 代 わ り と し て ，ま た ，鮮 明 度 （dyerl　s

　　　brightness）を彩度 の 代わ り と して 用 い る こ と に よ り，

　　　明度 と彩度 による等色相平面での トー
ン位置がこれま

　　　で色相毎に 異な っ て い たものが ，色濃度 と鮮明度によ

　　　る等色相平面 で は位置が ほ と ん ど変わ らな くな る こ と

　　　を利用 したものである。言 い換えれば，トーン は明度

　　　と彩度に よ っ て評価す べ きもの で はな く，色の濃さと

25
　 鮮明さ に よ っ て評価す べ きも の で ある こ とを意味 して

　　　いる 。
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法と結び つ けた ［1 − 3］。この提案によ り，測色すれ

ば 自動的 に ト
ー

ン 区分名とそ の トー
ン 区分内で の程度

（位置）が算出 で きるよ うにな っ た 。 Figure　1 に ，提

案された トーン 区分シ ス テ ム の 等色相平面 を示す。

25

4．GIELAB 値か ら変換する ト
ー

ン システム

　Munsell表色値か ら変換する トーン 区分シ ス テ ムよ

り汎用性のあ るシステムを構築するために ，CIELAB

表色値か ら変換する ト
・一

ン区分システムの開発を試み

た 。 CIELAB表色系から導 く利点は ，様々な光源条件

へ の 応用 1 容易な表色系間の変換 、マ ルチメデ ィ ア環

境へ の 応用など で ある。

　Figure　2 は ，　 CIELAB 表色値か ら変 換する ト
ー

ン 区

分シ ステ ム の 等色相平面 で ある。こ の シス テムは ，先

に寺主 らが開発 した Munsel1 表色慎から変換する トー

ン 区 分 シ ス テ ム で 使われて いる色濃度値と鮮明度値を

CIELAB 表色値か ら算出で ぎる色濃度値と鮮 明度値 に

代えた も の で あ る 。個々 の トーン 区分は ，縦軸 に色濃

度 ，横軸 に補正 CIELAB メ トリッ ククロ マ を用 い ，等

色濃度ライ ン と理想上 の 臼か ら放射状に引 かれる等鮮

明度ライ ン によ っ て 分割さ れ る 。色濃度 ．鮮明度 ，補

正 メ トリッ クク ロ マ は下記の式か ら算出できる ［4 −

10］。

　色濃度 （Colour　depth）

　D ；（］00− L ＊

）十 （0．1十 △h2go／ 3fi：）（1− △hiHn／ 360）C
＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）

　鮮明度 （Dyer
’
　s　brightness）

　 B ＝ 50C ボ

／ D 　　　　　　　　　　 （2）

　補正 メ ト1丿ッ クク ロ マ （Mod ［fied　metric 　chroma ）

　C マ
’

＝ 　（］　
一

△hpnn／ 3帥 ）　C　
t

　　　　　　　　　　　　（3）

5，結言

　本発 表 で は ，Munsell 表色系 を 経 て ト
ーン 区分 を行

う カ ラ
ー

ト
ー

ン シ ス テ ム を紹 介 する と と も に ，

CIELAB 表色系を経 て ト
ー

ン 区分 を行う新たな シ ス テ

ム の 基 本 モ デル を提案 した。こ の 変換方法を測色機と
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コ ン ピ ュ
ー

タの シ ス テム に組み込め ば，測色手法に

よ っ て 測色 した色 の ト
ー

ン の 程度 と ト
ー

ン 区分 名を自

動的に算出で きるようになる 。 また、CIELAB 表色系

を経 る こ と で ，画像分野 へ の 応用や コ ン ピュ
ータネッ

トワ
ー

クを媒介 とする マ ルチメデ ィ ア 環境で の 色伝達

の可能性もある。こ れ によ り，色彩工学とデザイ ン の

2 つ の 分野を よ り汎用性のある方法 で 結ぶ こ とがで き

ると考えられる 。

　 しか し，本研究で 提案した CIELAB 表色値か ら変換

する ト
ー

ン 区分シス テムは ，現時点では，実際の視感

による トーン評価との比較は行 っ てお らず ．今後 ，従

来か ら 提案 されて い る ト
ー

ン 区分色票との 関係なども

含め ，実用化 へ の検討を行 っ て い く必要がある。
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